
７月は「青少年の非行・
被害防止強調月間」です

地域の力で子どもを守り、
育みましょう

　

東
海
道
水
口
宿
の
名
物
の
一
つ
で
あ
っ
た

水
口
細
工
は
箱
や
籠
、
釜
敷
だ
け
で
な
く
頭

に
か
ぶ
る
笠
も
あ
り
ま
し
た
。
記
録
に
よ
れ

ば
、
水
口
細
工
の
陣じ

ん
が
さ笠
は
、
表
は
黒
漆
で
塗

り
定じ

ょ
う
も
ん紋
を
付
け
、
裏
は
朱
塗
り
を
施
し
た
も

の
で
、
大
名
が
江
戸
に
登
城
す
る
時
に
軽
い

と
大
変
重
宝
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
江
戸
時
代

後
期
の
風
俗
や
事
物
を
説
明
し
た
百
科
事

典
『
守も

り
さ
だ
ま
ん
こ
う

貞
謾
稿
』
に
よ
る
と
、
嘉
永
年
間

（
1
8
4
8
〜
54
年
）
に
は
、
男
性
が
江

戸
で
水
口
の
葛つ

づ
ら籠
笠
を
用
い
て
い
た
と
あ
る
の

で
、
水
口
か
ら
江
戸
へ
笠
を
大
量
に
送
り
出

し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
開
催
さ
れ
た
ウ
ィ
ー
ン
万

国
博
覧
会
へ
の
参
加
準
備
の
一
環
と
し
て
、

国
が
全
国
の
府
県
に
物
産
調
査
を
命
じ
ま

す
。
万
博
の
前
年
、
明
治
5
（
1
8
7
2
）

年
に
作
成
さ
れ
、
地
元
か
ら
滋
賀
県
お
よ
び

国
に
提
出
さ
れ
た
水
口
細
工
の
生
産
に
関
す

る
調
査
報
告
書
の
中
に
、
笠
を
つ
く
る
職
人

の
姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
編
み
途
中
の
笠

の
内
側
に
は
円
盤
状
の
「
笠
組
板
」
を
重

ね
て
内
型
と
し
ま
し
た
。
机
に
は
数
カ
所
穴

が
あ
り
、天
頂
部
か
ら
「
重
り
石
」
を
お
ろ
し
、

笠
組
板
を
固
定
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
作
業

机
の
周
り
に
は
錐き

り

や
小
刀
、
鋏は

さ
み

と
緯よ

こ
い
と糸
の
ク

ズ
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

一
度
断
絶
し
た
水
口
細
工
は
、
水
口
細

工
復
興
研
究
会
の
長
年
の
活
動
に
よ
り
、
か

つ
て
の
水
口
細
工
に
並
ぶ
レベル
の
作
品
を
生

み
出
し
て
い
ま
す
。
会
の
活
動
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
会
員
に
よ
る
作
品
を
展
示
す
る

テ
ー
マ
展
を
開
催
し
ま
す
。
復
興
に
か
け
る
熱

い
思
い
に
よ
っ
て
現
代
に
よ
み
が
え
っ
た
水
口
細

工
の
美
を
、
ぜ
ひ
堪
能
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

水
口
歴
史
民
俗
資
料
館
夏
季
テ
ー
マ
展

よ
み
が
え
っ
た
水
口
細
工
の
美

　

─
水
口
細
工
復
興
研
究
会
作
品
展
─

【
期　

間
】�7
月
9
日（
土
）〜
8
月
31
日（
水
）

※
木
・
金　

休
館�

�

開
館
時
間　

10
時
〜
17
時

【
場　

所
】� •
水
口
図
書
館�

�

•
歴
史
民
俗
資
料
館
ロ
ビ
ー

【
観
覧
料
】無
料

▲�『細工物略説』（国立国会図書館蔵）
より「藤笠製造の図」
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甲
賀
消
防
か
ら
の

お
し
ら
せ

火災 救急 救助 その他
甲賀市 31 １４３０ ３２ ９６
前年比 0 +16 +5 +40

平成28年甲賀消防管内における各種災害の発生件数� （５月末現在）

『
台
風
に
対
す
る
備
え
』

　
毎
年
、
初
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
日
本

に
接
近
、
上
陸
す
る
台
風
が
多
く
な
り
、
大

雨
、
洪
水
な
ど
を
も
た
ら
し
ま
す
。
特
に
、

傾
斜
の
急
な
山
や
川
が
多
い
日
本
で
は
、
台

風
や
前
線
に
よ
る
大
雨
に
よ
っ
て
、
崖
崩
れ

や
土
石
流
、
川
の
氾
濫
な
ど
が
発
生
し
や
す

く
、
人
々
の
生
活
や
生
命
が
脅
か
さ
れ
る
よ

う
な
自
然
災
害
が
、
毎
年
の
よ
う
に
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

は
、
災
害
に
対
す
る
備
え
を
し
て
お
く
、
危

険
を
感
じ
た
ら
早
め
に
避
難
す
る
な
ど
、
自

ら
の
身
を
守
る
た
め
の
防
災
行
動
を
起
こ
す

こ
と
が
重
要
で
す
。

　
平
時
に
は
、
市
が
作
成
し
て
い
る
「
防
災

マ
ッ
プ
」
を
活
用
し
て
危
険
箇
所
や
避
難
場

所
を
把
握
し
て
お
く
。
台
風
が
接
近
し
て
い

る
と
き
や
大
雨
の
と
き
に
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
、
気
象
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
「
防
災
情

報
」
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、
最
新
の
気
象
情
報
を

入
手
す
る
よ
う
心
掛
け
る
。
時
間
を
追
っ
て

段
階
的
に
発
表
さ
れ
る
「
気
象
情
報
」「
注

意
報
」「
警
報
」
な
ど
を
活
用
し
て
、
早
め

早
め
の
避
難
行
動
を
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　
さ
ら
に
、
避
難
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に

備
え
て
、
非
常
持
ち
出
し
品
の
点
検
な
ど
も

行
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

江
戸
で
流
行
し
た

水
口
細
工
の
笠

  

甲
賀
の
文
化
財
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賀
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政
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組
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ホ
ー
ム
ペ
ー
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問
い
合
わ
せ

　「ＣＯＯＬ(クール ) ＣＨＯＩＣＥ(チョイス )」とは、2030年度の温
室効果ガスの排出量を2013年度比で26％削減するという目標達
成のために、日本が世界に誇る省エネ・低炭素型の製品・サービス・
行動など、温暖化対策に資するあらゆる「賢い選択」を促す国民
運動です。
　例えば、エコカーを買う、エコ住宅を建てる、エコ家電にすると
いう「選択」、高効率な照明に替える、公共交通機関を利用すると
いう「選択」、クールビズをはじめ、低炭素なアクションを実践する
というライフスタイルの「選択」です。
　今、私たちにできることから始めましょう。詳しくは、

「Ｃ
ク ー ル

ＯＯＬ Ｃ
チ ョ イ ス

ＨＯＩＣＥ」公式ＷＥＢサイト
http://funtoshare.env.go.jp/coolchoice/
をご覧ください。

　青少年の非行は低年齢化が進む一方、
犯罪に巻き込まれ被害者にもなるなど、極
めて深刻な状況にあります。
　青少年の非行・被害防止強調月間は、
夏休みの気が緩みやすく、開放感から青
少年が非行に走りやすいと言われている時
期に、地域の力で子どもを守り、育むこと
を目的として実施されます。
　月間中、青少年育成市民会議では街頭
啓発や白ポスト内悪書回収活動を、また少
年センターでは少年補導委員会と協力し、
万引き防止や薬物乱用防止を目的とした
啓発・街頭補導活動を実施します。

社会教育課　青少年育成係
☎86-8022／ 86-8380

問い合わせ

生活環境課　☎65-0691／ 63-4582
問い合わせ

私たちの日頃の小さな選択が、
地球の未来を大きく変えます

国民運動「Ｃ
ク ー ル

ＯＯＬ Ｃ
チ ョ イ ス

ＨＯＩＣＥ」で
地球温暖化対策

22平成 28年 7月 1日平成 28年 7月 1日23


